
市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
１３
年
度
の
決
算
に
基
づ
い

て
「
大
館
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
学
校
、
福
祉
施

設
、
道
路
な
ど
の
資
産
と
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
お
金

を
対
比
し
て
市
全
体
の
資
産
や
負
債
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
単
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
（
お
金
の
使
い

方
）
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
昭
和
４４
年
度
以
降
の
す
べ
て
の

資
産
や
負
債
な
ど
の
蓄
積
状
況
を
把
握
で
き
ま
す
。

○
土
木
費
と
教
育
費
が
全
体
の
７０
％

有
形
固
定
資
産
を
分
野
別
に
見
る
と
、
道
路
、
市
営
住
宅
、

公
園
な
ど
土
木
費
が
２
９
５
億
円（
４１
％
）と
最
も
多
く
、次
い

で
教
育
費
の
２
０
９
億
３
千
万
円（
２９
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
費
目
は
、
現
在
、
有
浦
東
台
線
道
路
改
良
事
業
、

高
館
・
樹
海
公
園
新
設
事
業
、
城
西
小
学
校
改
築
事
業
に
着

手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
数
年
間
は
さ
ら
に
伸
び
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
割
合
が
低
い
費
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
野

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
毎
年
度
の
予
算
で
高
い
割
合
を
占
め
る
民
生
費
の

多
く
は
、
扶
助
費
な
ど
の
よ
う
に
そ
の
年
度
で
消
費
さ
れ
て

し
ま
う
性
格
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
資

本
の
形
成
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
性
質
の
経
費
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
は
表
れ
ま
せ
ん
。

○
市
民
一
人
当
た
り
の
資
産
は
１
１
８
万
円

平
成
１２
年
度
末
に
１
１
６
万
８
千
円
で
あ
っ
た
市
民
一
人

当
た
り
の
資
産
額
は
１
１
８
万
円
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
主
に
土
木
費
の
有
形
固
定
資
産
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
世
代
の
負
担
率
は
６６
・
２
％

有
形
固
定
資
産
の
形
成
に
当
て
ら
れ
た
正
味
資
産
の
比
率

（
平
成
１３
年
度
末
で
６６
・
２
％
）
を
見
る
こ
と
で
、
社
会
資

本
整
備
の
た
め
こ
れ
ま
で
の
世
代
で
ど
れ
ぐ
ら
い
負
担
し
て

き
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
将
来
の
世

代
へ
の
負
担
が
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
市
債
残
高
か
ら
現
金
・
預
金
額
を
差
し
引
い
た
額

を
人
口
一
人
当
た
り
で
表
す
と
、
平
成
１２
年
度
末
で
３６
万
９

千
円
、
１３
年
度
末
で
は
３７
万
４
千
円
で
、
市
民
一
人
当
た
り

の
負
担
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
市
債
残
高
に
は
普
通
交
付
税
と
し
て
後
年
度
に
国

か
ら
市
に
交
付
さ
れ
る
分
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
昨
今
の
交
付
税
制
度
改
革
の
動
向
を

考
慮
す
る
と
、
財
政
運
営
に
は
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
指
標
の
一
つ
で
す
。

貸 方
資産調達の内容

（負債の部） これから負担する分

１．固定負債 ２８４億１千万円

（１）地方債 ２３８億円

（２）債務負担行為 ０円
① 物件の購入等 ０円
② 債務保証又は損失補填 ０円

（３）退職給与引当金 ４６億１千万円

２．流動負債 ２３億円

（１）翌年度償還予定額 ２３億円

（２）翌年度繰上充用金 ０円

負 債 合 計 ３０７億１千万円

（正味資産の部） これまでの世代で負担した分

１．国庫支出金 １０１億８千万円

２．都道府県支出金 ５３億３千万円

３．一般財源等 ３２３億５千万円

正味資産合計 ４７８億６千万円

７８５億７千万円負債・正味資産合計

�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と

広報大館２００２．１２．１

ババ
ララ
ンン
スス
シシ
ーー
トト
でで
分分
かか
るる

市市
のの
資資
産産
とと
負負
債債

平成１３年度末
の市債残高
（翌年度償還
分を除く）

有形固定資産
を取得するた
めに使った国
や県からのお
金

資産を取得す
るために使っ
た市税など

平成１３年度末
に全職員が退
職した場合の
手当の試算額

翌年度の償還
元金

（平成１４年３月３１日現在）ン ス シ ー ト


